




 
は じ め に 

 
  
 東日本大震災の発災から１年が経過した。３・１１以降、日本の地方自治の

あり方、重要性が改めて考えさせられる１年となった。 

現在、政府においては、第３０次地方制度調査会が設置され、同調査会にお

いて、議会のあり方を始めとする住民自治のあり方、大都市制度のあり方及び

東日本大震災を踏まえた基礎自治体の担うべき役割や行政体制のあり方などに

ついての諮問に基づき、調査・審議が行われているところである。昨年１２月

には、地方議会の会期、専決処分、直接請求制度などに係る地方自治法改正案

に関する意見がまとめられた。この意見を踏まえ、速やかに必要な修正などに

ついて具体的検討を行い、今国会に地方自治法改正案として提出に向けた準備

を進めることとされている。 

 当センターは、このような時代の要請と現況を踏まえ、学識経験者の方々に

ご参加いただき、今後の地方自治制度の運用上の諸課題、新たな制度改正の展

望等について自由闊達にご議論いただくことを目的として本研究会を設置した

ものである。 

本研究会において、平成２３年度では、今般の地方自治制度を巡る諸課題、

特に、地方議会制度、住民訴訟及び住民自治のあり方等をテーマとして、それ

ぞれの論点について自由な議論を行った。 

 本研究会における新しい視点からの自由な論議が地方自治制度の構築の参考

となり、地方自治の更なる発展に資することとなれば望外の喜びである。 

なお、本研究の企画及び実施に当たっては、総務省自治行政局行政課から多

くのご協力をいただいた。 

本報告書が広く地方公共団体の行政課題への対応と施策展開の一助となるこ

とを期待したい。 
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２１世紀地方自治制度についての調査研究会（平成２３年度） 

（第１回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２３年１０月２０日（木）１７：００～  

 

２ 場 所 （財）自治総合センター 大会議室 

 

３ 出席者 今井 貴子  成蹊大学法学部政治学科准教授 

金井 恵里可 文教大学国際学部国際理解学科准教授 

北島 周作  成蹊大学法学部法律学科准教授 

木村 草太  首都大学東京都市教養学部法学系社会科学研究科准教授 

勢一 智子  西南学院大学法学部法律学科教授 

谷口 尚子  東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授 

村木 美貴  千葉大学大学院工学研究科准教授 

（平成２３年１０月２０日現在） 

 

４ 議 題 地方議会制度について 

 

５ 概 要  

 

地方議会制度について 

○ 通年会期制度は、議長会からどうして導入しようという意見が出ているのだろ

うか。議会基本条例だと幾つか入れているところもあり、実質は余り変わらない

という意見もあるのに、何でそういうことを強く言っているのかというのが、よ

くわからない。 

 

○ 今の定例会・臨時会の制度は、運用でやっているところは定例会を年１回とす

るという形でやっているが、それは今の制度の本質からいうと、少し変わったや

り方で、苦肉の策として、運用でやられている。違法ということは全くないが、

そういったものを正当に認めてほしいと言っている。あともう一つは、実質、通
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年会期にすると、自動的に会期の日が決まるので、招集行為がなくなる。そうす

ると、議長がいつでも開きたいときに会議が開ける。こういうことになるので、

議会の自由度が高まるということが要望の根拠ではないか。 

 

○ 今度の統一地方選挙も投票率が大きく低下している。特に議会に対する関心は

無関心、あるいは敵意というのが住民や国民の中にかなり広くあるというのは、

ある意味で民主主義の危機。民主主義というのは、長を直接選ぶというのは必須

のものじゃなくて、議会は必ずやらなければいけないのに、それに対する不信が

ある。例えば、一部の知事や市長がもてはやされたり、阿久根みたいな問題が起

きる遠因になっている。これを何とか変えなければいけない。 

 

○ 投票率の地方議会とか地方選挙における低下というのは、二つの側面があると

思う。一つは関心がないとか、相乗り、多選が多くて、勝敗がわかり切っている

ので下がってしまうという面もあるが、もう一方で、逆にうまくやってくれてい

るから住民が関心を持つまでもないという面もあったと思う。 

 

○ 政治学の最近の議論では、今までの表裏一体で、行政側が、例えば議会での話

を事前調整しているがために本会議等で討議する必要がないとか、そういうふう

にうまくやってきたからこそある意味満足して、口では満足とは言わないが、住

民が政治に参加しない、関心を持たないという側面もあるという、そういう民主

主義でも良いのではという開き直りの議論もある。 

 

○ 都道府県議会と市町村の議会を分けて考える必要があるのではないかという

論点がある。今の自治法の議会の制度は、そこは同じ扱いになっているが、割と

アマチュアというか、そういった議員は基礎自治体に向いているのではないか。

広域自治体や政令市のような大都市については、ある程度の専門性がいるのでは

ないかという議論が、昨年の行財政検討会議であった。 

 

○ 選挙制度についての一つの論点は、地方議員というものをどういうふうに考え

ていくかということ。ローカルパーティーみたいなものを地方議会に導入するの
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かどうかということの議論があった。それと、別の視点から、都道府県会議員の

選挙区は、郡市の区域になっていて、これを条例で自由化してほしいという議論

が今出てきている。 

 

○ 地方選挙には政党というのは一切登場しない。公職選挙法の長や議会の規定の

中に、政党ということは一切出てこない。地方自治法にも政党という言葉は一言

もない。政党というものを位置づけるのか位置づけないのかというのは、まず根

本的な問題。比例代表にしようと思ったら、政党とか会派とかというものが存在

することが前提になるため、そこが大問題だということ。 

 

○ 基本的には大選挙区制。特に人口規模が大きい中核市とか、２３区内の区議会

議員は、何十人もの中から選ぶと、ものすごい数の掲示板の中から、果たして選

べているのかという問題もある。選挙区をもう少し細かい単位にしたほうがいい

のではないかというのは、やっぱり一つの大きな方向ではないのか。完全に小選

挙区になってしまったら、いろんな弊害も出てくるので、やっぱり中選挙区を維

持するのだろうけれども、もう少し大きなところは分割するというほうが、民意

の反映とか、選択可能性ということから見ればいいのではないか。 

 

○ 阿久根も名古屋のケースも大変興味深いケースだと思うのだが、ああいうふう

に議会と長がけんかをするというのはよく見られる現象なのか。それとも非常に

あの地域の特殊な現象なのか。 

 

○ この二つは特殊と言えば特殊だけれども、我が国において今後第２第３のこう

いう事案が出てこないのかどうかと考えるときに、出てこないとは限らないので

はないか。やはり長と議会が対立というか、水面下で事前調整してやるというの

は徐々に変わってきているのではないか。 

 

○ 社会の構造変化が進んでいるのではないか。要は公務員が役に立つとか、議員

が役に立つとか、政治家しないで済んできたというエリート層とか、あるいは専

門職層がちゃんと束ねてくれているから社会に対して安心感を持っていたとい
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う確信が少し崩れていて、要は自分たちの生活が、バブル崩壊以降、ずっと生活

は向上しないと。非正規労働も含めていろんな所得も賃金も伸びてこないという

市民層の中のかなりの部分があるという前提の中で、国家公務員、地方公務員、

それから政治家、いろいろあると思うが、身近なところでよく見える人たちの働

きが、余り役に立ってないように見えて、それに対して税金をここまで投入して

いるのか。しかも自分たちの所得水準、生活水準に比べると、とんでもなくいい

ことをしているのではないかという、そういう空気は全国的にあるのではないか

と思う。 

 

○ 阿久根市のようなケースがあって、そういうことに対策をするというか、先手

を打って、わざわざ条例をきちんと公布するとか、そういうふうな規定をつくる

という方向。そうすると、今までは割と紳士協定というか、大人であれば普通に

尊重し合って、根回しをして決まったことを議会というセレモニーの場所におい

て決めるということでうまくいっていたが、もう少し実質的なところを地方自治

法に書いていこうという方向性なのか。 

 

○ 歴史的に見ると、昭和２０年代の未成熟なころに、例えば、北海道において革

新道政と道議会の対立があった。それから、昭和４０年代には至るところで革新

自治体ができ、そのときの首長と議会の対立はあった。やはり世の中が成熟して、

安定してきて、ある程度経済も成長してきて、いろいろなイシューを解決してき

たこの２０年ぐらいとか、３０年くらいは、何となく自公民に代表されるような

安定的な勢力で知事とか市長をつくって、地方行政ができるだけ政治化しないと

いうことに価値が出てきていたのではないか。 

 

住民参加について 

○ 議会審議における住民参加の状況というのを見たときに、例えば都市工学では、

開発とか、計画づくりにおいて住民参加の話がたくさんあって、そういう現場の

ところから見ていると、議会における市民参加というのは、議会に対して、一般

市民もジェネラルなことが聞きたいから、そういうことが必要なのか、それとも、

そもそも議員というのは政治の専門家なのか、市民の代表なのか、どちらなのか

－4－



なということが思うところである。 

 

○ 住民参画していただくなら、文句を言う場ではなくて、全体を統治するための、

住民参加も一種の市民的な義務というか、責務があってやるものであるという概

念化をしない限り、ただ、住民にだれも文句を言えないような状態になってしま

う。例えば、裁判員制度的なものを一部地域で導入するなどして、一般市民でも

参画できるような案件について、本当に市民から選んで入ってもらうなどの工夫

を試してみてはどうか。 

 

○ 議会事務局の力量は物すごく大きいなと感じている。現実のことを考えたら、

例えば、有権者のことだとか、議員のことだとか、役所全体のこととか考えたら、

議会事務局を活性化するのが、もっとも議会の活性化になるのではないか。 

 

○ 分権化が進んでいく中で、住民参加ってそんなに美しいものばかりではないと

いうことで、市民参加のあり方が、例えば公共サービスの質とか、そういったも

の自体に影響を与えるとすると、恐らく既に相当地方の中での格差が広がってい

るので、その格差が結果的には固定化される方向になる。例えば、住民参加でど

こまでさせるのか。イギリスでは、予算の一部を住民が決定する、パーティシベ

ートリバジェットが始まっている。 

 

○ 間接民主制とか、代表民主制とか、あるいは議会の没落というのに対する答え

として、さっき裁判員制度の話がありましたけれど、抽選民主制みたいなものは

学会でどう議論されているのか。もちろんこれは憲法改正が要るが、どう評価さ

れているのか。 

 

○ 抽選民主制に関して議論を聞いたものは余りないので、そういうのは議論の俎

上にものぼらないような扱いを受けているということではあると思う。最近の憲

法学は、国民の利害を議会に代表するのは、住民の利害を議会に代表するのだと

いうところから少しニュアンスが変わってきていて、むしろ多様な意見を一つに

うまく集約をするクリエイティブな作業を議会はしなければいけないのだとい
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う議論が活発化してきている。 

 

○ そういう流れの中で、やはり住民参加も評価されてきているというのが憲法学

の議論であって、住民参加というのも単に意見を表明させるのではなくて、何か

統一したプログラムをつくらなければいけない。その責任を果たしてくださいと

いうような住民参加のイメージをどうやってつくるかというのは、憲法でも課題

になってきていることかなと思う。 

 

○ やはり憲法学者としては、議会はそういうものから超然としているから公共的

な判断をつくれるという信念もあると思う。各利益集団の抗争と妥協の過程の中

で、妥協としての政治ではなくて、やはりパブリックで、全員が納得できる理由

を示せるものをつくる。そのためには、もちろん意見を聞くことは必要だけれど

も、それとべったり寄ってしまうような議会ではいけないという考え方があると

思う。 

 

○ 例えば、現実に起きていることは、ギリシャは民主主義がずっと長い間、機能

してきたわけだけれども、結局は十何万人もの人間が集まって火炎瓶を投げたり

して、統制できないこととなった。ユーロも欧州議会をつくったけれども、結局

は格付会社の日々刻々と変わるような動きに対して、機敏に対応できない。つま

り議会というものが、刻々と変わる経済状況の中において追いついていけない。

結局、何か決めなきゃいけないが、議会では決まらないというのが、ローカルな

レベルでもナショナルなレベルでも、もうちょっとグローバルな、国を超えるＥ

Ｕみたいなレベルでも起こってきているというのを、どういうふうにアカデミズ

ムの世界では考えているかということ。 

 

○ 国会も、欧州議会も、地方議会も、議論ばっかりしていって決められない。議

会というのは意味があるのかという疑問が、国民の深層にあるのではないか。だ

からみんな議員定数削減に賛成し、議員報酬を削減するのに賛成する。衆議院、

参議院の定数も削減で、１院でよくて、いつまで議論ばっかりしているのかと言

っているという感じからすると、議会制民主主義の危機というのが来ているので
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はないだろうか。 

 

○ 今、日本が議論しているぐらいの増税をやった国は、いわゆる先進諸国と言わ

れるＯＥＣＤ内では既にたくさんあるが、そこでの必須条件は徹底した情報公開。

スウェーデンは非常に高負担で高福祉と言われていますが、それを支えているの

はものすごい事細かな、自分の税金が一体どこまで使われて何に使われていて、

自分はどれだけもらえるのかというのがすぐにわかるという、そこまで徹底した

もので、そこがやっぱり議会に対しての信頼感がある。 

 

○ 憲法学のかなりクラシカルな議論では、議会のライバルというのはメディア。

政府、君主と国民、臣民が結びつくには、メディアがない場合には議会の統制活

動を通じて、議会が政府の姿を描いて、それを臣民が知る。ところが、今はどの

官庁だって首相だって、マスメディアに直接話して、国民に直接信を問うことが

できる。徹底した情報公開が、政府の信頼の基礎であるとすると、メディアとし

ての議会が、政府のやっていることの情報をきちんと公開していく。それでマス

メディアの取材にある意味勝っていって、自分たちは政府のメディアとして非常

に有益な存在だというふうにアピールしていくのが、非常に議会の役割に有益で

あるとアピールする一つの手段かもしれない。 

 

○ 議会という手続を経ることによって、政策が実施されるまでのプロセスが明確

になっていくということが大きいということか。それを強調するのであれば、通

年議会もそうだろうし、いろいろな知事とか市長が決定するまでのプロセスが、

それなりに全部プロセス段階で出てくるということの保証機能として地方議会

があるのかなと思う。 

 

○ 案件を９０％、９９％可決していても、ただ可決するのと、きちんと論拠を全

部提示させてというのはやはり全然違う。そういうようなことを調査して、アピ

ールしていってあげないと、議会の人たちもかわいそうだなという気がする。 

 

○ 市町村は割とＣＡＴＶを持っていて議会中継をよくやるが、この視聴率が案外
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高い。地方では、農村チャンネルで議会が流れたりする。実際、インターネット

中継は最近増えていて、地味ではあるが、そういう取り組みはある。 

 

○ 実際、地方自治体で行政計画をつくるときは、審議会とか研究会を立ち上げて、

そこにＮＰＯの人を呼んだりして、そこで事実上の議論をやっていっている。実

体の議論がそちらに移行していて、議会に出てくる段階である程度たたかれたも

のになるので、議会でどれだけパフォーマンスが出せるかというのはかなり難し

いのではないか。議会と執行段階での市民参加とのすみ分けというか、そのあた

りは少し考えないと、議会の活性化は難しいのではないか。 

 

○ もう一つ議論するとしたら、パブリックコメントをどう評価するか。条例を議

会に出す前にパブコメかけると住民からいろいろな意見が出てきて、それを踏ま

えて議会へ出すと議会が審議しづらいではないかということで、議会が反対する

ということがある。あれはもともと規制をやる事業者とか、そういう方々が意見

を述べる機会としてあって、だから国は法律では行わずに、政令以下をやるとい

うルール。自治体の場合、条例そのものをかけるので同じような論点がある。 

 

○ 侵害留保の原則でいけば、議会を通さないと法規はつくれないというのはいい

のだろう。ハイパワーがあって、直接公選の長に規制権限まで独自に与えるとい

う世界は一般的じゃなくて、やはり議会がないと侵害留保は侵せないということ

なのだろうか。 

 

○ 海外では民族とか人種とか、マイノリティーの利害調整というのは非常に重要

で、そういう点からいくと議会というような形の場所でオープンにして、いろい

ろな利害を反映させるというのは手続として非常に重要。ただ、今の地方議会の

状況を見ると物すごく議員構成が偏っていて、普通の民主主義の多数決原理では、

うまく拾えないような小さな利害が入る余地があるとも、構成上なっていない。

男性に偏っているのもそうであるし、恐らく年齢構成もかなり偏っているので、

例えば子育てをしているお母さんのような利害がなかなか表に現れないという

ところではバランスが物すごく悪い状態で、信頼を得られないところの一つの理

－8－



由という感じがする。 

 

○ 住民の縮図となっていないことの一番の問題は、議会で議論されることが住民

に響かないということ。それが何か、地方議会について言うと、例えば本会議の

傍聴しやすくするとか、情報公開するにしても、審議の質を変えなければ、結局

やっていることは一緒なので、関心を持ってもらえないのではないか。しかし、

よくよく考えてみると、幅広い層の住民代表を入れるということにしても、立候

補するのは自由なので、どうしたらいいのかというところで、いつも終わってし

まう。 
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地方自治法の一部を改正する法律案（概要）について 

 

平成２３年１０月  

総務省自治行政局 

 

    が地方六団体と議論になっている項目 

 

１ 地方議会制度 

（１）地方議会の会期 

・ 地方公共団体の議会について、条例により、定例会・臨時会の区分を設けず、通年の会期

とすることができることとする。 

※ 通年の会期とは、１月中において条例で定める日から翌年の当該日の前日までを会期とするもの。 

※ 通年の会期を選択した場合、議会は会議を開く定例日（毎月１日以上）を条例で定める。一方、長は随時

会議の開催を請求できることとする。 

※ 長等の議場への出席義務については、定例日の審議及び議案の審議に限定。 

（２）臨時会の招集権 

・ 議長等の臨時会の招集請求に対して長が招集しないときは、議長が臨時会を招集すること

ができることとする。 

（３）議会運営 

・ 委員会に関する規定を簡素化し、委員の選任等に関する事項を条例に委任する。 

・ 本会議においても、公聴会の開催、参考人の招致をすることができることとする。 

２ 議会と長との関係 

（１）再議制度 

・ 一般再議の対象を条例・予算以外の議決事件に拡大する。 

※ 条例・予算以外の議決の再議決要件は過半数とする。 

・ 収支不能再議を廃止する。 

（２）専決処分 

・ 副知事及び副市町村長の選任を対象から除外する。 

・ 条例・予算の専決処分について議会が不承認としたときは、長は条例改正案の提出、補正

予算の提出など必要な措置を講じなければならないこととする。 

資料２－１ 
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（３）条例公布 

・ 長は、条例の送付を受けた日から20日以内に再議に付す等の措置を講ずる場合を除き、

当該条例の公布を行わなければならないこととする。 

３ 直接請求制度 

・ 解散・解職の請求に必要な署名数要件を緩和する。 

※ 現行 ：有権者数の３分の１（40万を超える部分については６分の１） 

→ 改正後：有権者数の３分の１（16万から40万の部分については６分の１、 

40万を超える部分については10分の１） 

・ 条例制定・改廃請求の対象から地方税の賦課徴収等を除外している規定を削除する。 

４ 住民投票制度の創設 

・ 大規模な公の施設の設置について、条例で定めるところにより、住民投票に付することが

できることとする。 

※ 条例で定める大規模な公の施設の設置を議会が承認した後、住民投票を実施し、住民投票で過半数の同

意がなければ、当該公の施設は設置できない。 

５ 国等による違法確認訴訟制度の創設 

・ 国等が是正の要求等をした場合に、地方公共団体がこれに応じた措置を講じず、かつ、国

地方係争処理委員会への審査の申出もしないとき等に、国等は違法確認訴訟を提起すること

ができることとする。 

６ 一部事務組合・広域連合等 

・ 一部事務組合等からの脱退の手続を簡素化する。 

・ 一部事務組合の議会を構成団体の議会をもって組織することができることとする。 

・ 広域連合に執行機関として長に代えて理事会を置くことができることとする。 
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第２回

住民訴訟制度について



 

 



２１世紀地方自治制度についての調査研究会（平成２３年度） 

（第２回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２３年１２月８日（木）１７：００～  

 

２ 場 所 （財）自治総合センター 大会議室 

 

３ 出席者 今井 貴子  成蹊大学法学部政治学科准教授 

大屋 雄裕  名古屋大学大学院法学研究科准教授 

金井 恵里可 文教大学国際学部国際理解学科准教授 

北島 周作  成蹊大学法学部法律学科准教授 

木村 草太  首都大学東京都市教養学部法学系社会科学研究科准教授 

勢一 智子  西南学院大学法学部法律学科教授 

村木 美貴  千葉大学大学院工学研究科准教授 

（平成２３年１２月８日現在） 

 

４ 議 題 住民訴訟制度について 

 

５ 概 要  

 

不当な支出に係る議員の責任について 

○ 議員は、いわゆる首長も、住民から選ばれてその地位についているわけで、

その人間をその地位につかしめた住民の責任というのはどこで担保されてく

るのかという問題がある。不当なことをやってしまう首長とか議員を選んで

しまった国民の責任というのは問いようがないし、議会は記名投票にしても

いいが、議員を選ぶ投票を記名にすることは憲法上できない一方で、選ばれ

た政治家だけ責任を問うと、結局、住民は無責任で丸投げ、何か不当なこと

があると思ったら、とにかく損害賠償請求すればいいということになってし

まう。 

 

○ かつて納税者訴訟という形のままだったら、自分の納めた税金が無駄遣い

されることによって自分にサービスが返ってこないという意味で、株価の下

落と多少似たような構成はとれると思う。 
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不当な支出の種類について 

○ 不当な支出というときの、不当のレベルがおそらく二つあり、一つは、明

確に違法であるとか、故意に損失を与えた、アメリカでも責任免除されない

ようなパターンで、もう一つは、支出しない選択もあり得たかもしれないが、

その時点では合理的であり得たとか、後からわかった事情を考えれば適切で

ないとか、その時点では議会も承認していたというような、一定の合理性が

あるパターンである。 

  そもそも民主制においては、議会が正しいと決めたものが正しいというの

が原則であるから、議会の承認を経て行った支出について責任を問われると

いうのは、本来はおかしいが、多数決が正しいと言ってよろしいかと言われ

るとよくないところはあって、多数決によって少数者の人権侵害がされたら

どうするかということを我々は考える。だから、基本的に、国政で言えば、

国会で決めた法律はすべて正しいわけだが、それが人権侵害に当たる場合に

ついては憲法違反であって、司法府のコントロールで無効にするということ

だと思う。そうすると、この住民訴訟のレベルでもそうだが、政策的な争い、

政策判断に誤りがあるという話であれば、本来、それは司法に持ち込むこと

はおかしい。仮に私はそうじゃないほうが正しいと思ったら政治運動をやっ

て、多数派をとりなさいということに本来はなるはずであって、勝てるもの

かというのは横に置いて、それが全部、司法府に流れ込んで、しかも、そう

いう具体的な正しさをめぐる問題であるのに、青天井損害賠償というのはや

はり筋が間違っていると思う。 

  たった一人の少数派が被害者であっても、その人権は守るべきだというの

は一つの理屈なので、一人からでも住民訴訟を起こせるようにするというの

は正しい。ただし、この場合の救済対象は明確な違法に限るべきである。要

するに故意・重過失みたいな、明確な権限濫用で、マジョリタリアン、多数

決でもやってはいけないはずのことをやった場合の救済というのは、たった

一人の人間にも保障する必要がある。そうではなくて、政策の適正さみたい

なものも争いたいのであれば、それは基本的にかなりの人数を集めるように

すべきだし、責任制限もかけるべきである。そうでないと、三権分立の趣旨

がそもそも成り立たないのではないかと思う。 

 

議会による賠償の放棄の妥当性について 

○ 議会が政治的には意思決定機関としてあるという前提で、議会による賠償

の放棄については、訴訟を継続中は不適切であるという議論もある。あるい

は、永久に適切ではないという人もいるが、例えば団体意思の最高決定機関

で、住民がもう１回、チェックのために議会を置いているということであれ
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ば、そこはいつでも放棄できると考えるのが自然なのか、それとも、白日の

もとにさらして、検証しているうちは不適切であると考えるのが自然なのか。 

 

○ 民主制の原則というのは、人民から選ばれているのだから、議会は何をや

ってもいい。ただし、その決定は人民から再び審査されるので、議会の審議

と決定は公開されなければいけないし、それが何を意味しているかというこ

とが明確でなければいけないと思う。 

 

○ 問題は、議会が放棄したが、その放棄したものが幾らなのかわからないと

いうのは、例えば、賠償額が５５億なのか、裁判所で３０億になってしまう

のか、あるいはゼロなのかということが評価されないままにやめてしまうと

いうことになり、議会の政治的責任を問うためには不適切だということにな 

る。 

 

○ 法は明確なので、幾らの損害賠償額かは、だれの目にも合理的な一般人な

らば明らかなはずなので、だから、議会が意思決定をして、放棄した債権が

幾らであるかは、合理的な一般人であればわかるというのが法の議論である

はずで、その議論で放棄制限をすることはできないのではないか。 

 

○ 損害賠償額が幾らになるかとか、故意・過失があるかというのは、ある程

度、博打であるという認識があり、それは実態としてはそうだと思う。私も

裁判官になった友人と不法行為の話をすると、不法行為法には、真っ当な要

件があるとはおよそ思えないような発言を結構される。けしからんと思った

ら認めるみたいな、そういうぐらいの要件しかないような感じが、裁判所の

外にいる人から恐らくある。 

 

○ 法理論の話をするのであれば、損害賠償額は行為の時点で決まっており、

つまり、違法性はそこの時点で確定しているから決まっているが、それはこ

の世界ではまだアクセス不能であって、だれもまだ明確には認識できない。

だから、裁判というものを経て明らかになるのであるという説をとるか、つ

まり、行為時点で損害賠償金額みたいなのが、イデア界みたいなのが浮かん

でいるが、残念ながらイデア界に住んでいない我々からは見えない。裁判を

経て、それが見えるようになるという構成をとるか、いや、イデア界なんて

いうものはないので、見えなくて、裁判を経て初めてその金額が発生するの

だという案をとるか。イデア界に数字が発生しているのであれば、それをこ

の世界の物理的な認識能力ではなくても、何らかのイデア的感覚によって感
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知できるのだという議論は可能だが、ただ、それを一般的、合理的な人間が

持っているという議論は、多分到底受け入れられないのではないか。 

 

○ 交通事故のように損害賠償基準が類型化されている場合は、かなり明確化

されていると思うが、こういう自治体の財務会計行為という、かなり多様な

ものを明確化するというのは、なかなか厳しいと思う。 

 

○ 一方で、損害賠償債権というのは、不法行為時点から時効が開始している

ので、いつだって損害賠償債権はあって、追及し得ない状態になるように刻々

と勝負しているわけで、そうすると、この時点だけ、放棄を制限すべきで、

いわゆる民のために、損害の実態がわかって、悪いやつがわかるまでの間は

だめだというふうにいう合理性がどこまであるのかは疑問である。 

 

○ しかし、一般の市民というものは、どれだけイデア界の認識能力が、ある

いは推計能力が、当て推量能力が高いかという点に関する事実的な問いにな

っているわけで、一般的に受け入れられている感覚から言うと、弁護士とか

裁判官とか、あるいはその分野で経験のある行政官とかであれば、賠償額に

ついて、おおよその見当はつくかもしれない。あるいは、議員であっても、

ある程度わかるかもしれない。しかし、一般国民は、多分よくわからないで

あろう。そうすると、議会側でやったことが、本当はどういう意味を持って

いるのかということを明確にしない段階で国民にすべて丸投げして、君たち

はわかるはずだからということが誠実なのか。その情報をきちんとある程度

確定させた上で問わないと、本当に国民の意思を問うていることにならない

のではないか。 

 

○ 結局、あらゆるものに不確定性があるのだから、国民が直接判断してしま

えばいいのではないかというのだったら、例えばマニフェストも要らないし、

公約も要らないし、国民が直接見る機会があるのだから、見て判断すればい

いではないですかという話になる。現実にはそうではないので、政党を組織

し、公約を掲げ、マニフェストを出すことによって、国民が何を選択してい

るのか、ちゃんとわかるようにしましょうよという方向をやっているのであ

って、つまり、ここは民主制の建前と本音という話になる。建前で言えば、

国民は合理的な意思決定能力を持っているのだから、別にウェル・インフォ

ームドを行政なりが一生懸命インフォメーションを供給してやる必要はない

と。現実には、普通の国民はそんなにパワフルではないと我々は認めている

ので、国民に本当に自己決定してもらうためには、ウェル・インフォームド
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しなければいけないというふうに動いてきた。 

 

○ たまたま住民監査請求を起こして、住民訴訟を遂行する権能を得た人は、

裁判で和解に持ち込んで、そこでなしにできる権能を持っているわけだが、

一方で、議員は、直接民主制をとれないから、熟議のもとに間接民主制をや

って、プロフェッショナルとして判断する役割を与えられた人であり、その

人たちが一致してもういいと判断すれば、それは一定の妥当性は持つのでは

ないかと思う。 

 

○ だめだというよりは、権能はあるが、それがどのような行為であって、何

をやったのかということを明示すべきだという議論になっているわけである。

権限的には、最終的には、議会が放棄すればいいというのは一定の判断とし

てあり、それがよくないことだと市民が思うのであれば、次の選挙で落とせ

ばいい。ただ、そのときの決定の内容を明示するというか、議会が何をやっ

たのか、私は何に対して責任を負う立場にあるのかということを国民から見

てわかるようにするというのが、現代の民主制の要求であると思う。 

 

○ つまり、目に見える形で、ある一定の債権の相場を確定させれば、客観訴

訟で追及中であっても、それは裁判によらずに、みんなで目に見える形で、

放棄の過程を明晰にすればよく、要するに、幾らを免除したのかということ

がはっきりわかればよろしいということだと思う。 

 

○ 客観訴訟がずっと遂行されている間は、それは最後まで行かないと、明晰

にそこはならないという立場をとるのか、それとも、別のものを持ち込んだ

ら、そういうことは一応民主的に背負った人たちが、客観基準で何かやった

というふうなプロセスがとれるとすれば、それもありだということなのか。 

 

○ 明晰にするという意味からは、例えば、最大５５億円だが免除するのだと

言えば、それでいいんだというのが成り立つ。ただ、現実には、あんなもの

本当は５５億も行かないんだよと、きっと政治家がみんな言い出すだろうか

ら、二枚舌をやめさせるためには、明確な決定をさせるべきではないか。 

 

住民訴訟の位置づけについて 

○ 地方自治法の予定している民主制とは一体どんなものなんだろうと考えた

ときに、きれいな代表民主制ではないと思う。最高裁は、住民訴訟の原告は

参政権を行使しているとか、住民参政の制度だとか言うが、こういうのは、
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参政権だったり民主制の制度だったりするのかというのが基本的なところで

ある。原告は、別にだれに選ばれたわけでもなく、何か話し合ったわけでも

なく、多数決をしたわけでもなく、単に何かが気に入らないから原告になっ

ただけの人なので、ある意味、これは民主制だと思う。というのは、だれも

それに文句を言わなかったら問題にならないという意味では、消極的な逆の

意味では民主制である。すごく不法なこと、違法なことがされているが、住

民はみんな納得しているというフィクションが成り立ってしまうという意味

では民主制だと思う。 

 

○ 基本的に、住民訴訟みたいなものは民主制の制度ではないと思う。一番典

型的なのは、住民であればよく、つまり、国民である必要がない。 

 

○ 日本人でなくてもいいわけだから、参政権を持っていなくても住民訴訟は

できるという構造になっているわけで、だから、これは参政権というよりは、

参政権をベースにした民主制が暴走して、少数者を傷つけてしまうことを抑

止するための制度、民主制へのカウンターウエートなんだというふうに考え

るべきである。 
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○判例地方自治（平成 22 年 4月号～平成 23 年 11 月号）の検討 

１．判決の概要 

 認 容 
棄 却 却 下 その他 合 計 

地 裁 20 33 6 6 65

高 裁 4 4 0 2 10

最高裁 0 3 1 2 6

合 計 24 40 7 10 81

 

２．分類ごとの認容率 

 認容数/判例数 認容率 

分 
 

類 

住民 

訴訟 

A-1  「公金の支出」に関する裁判例 9/29 31%

A-2  「財産に取得、管理若しくは処分」に関する裁判例 1/4 25%

A-3  「契約の締結若しくは履行若しくは債務その他の

義務の負担」に関する裁判例 

0/4 0%

A-4  その他狭義の財務会計行為に関する裁判例 1/1 100%

B-1  「公金の賦課若しくは徴収」を怠る事実に関する裁

判例 

0/1 0%

B-2  「財産の管理」を怠る事実に関する裁判例 4/8 50%

B-3  公金の賦課徴収又は財産の管理を「怠る事実」に

関する裁判例 

0 0%

C  その他の裁判例 1/5 20%

国家賠償 8/29 28%

 

３．全国的に影響の大きいと思われる判例 

 ①情報公開関係 

 ・公用車ガソリン代明細書非開示処分に関する慰謝料請求事件 

  公用車のガソリン代に係る明細書等の情報公開請求に対し、渋谷区職員が

同文書が不存在であるとした判断には合理性を認めがたく、同処分の理由の

付記も不十分であり、国家賠償法１条１項の違法があるとされた事例

（H22.10.22 東京地裁 請求一部認容） 

 

 ②税の賦課徴収関係 

・冷凍倉庫固定資産税過重賦課事件 

  公務員が納税者に対する職務上の法的義務に違背して、固定資産の価格を

（一部認容も含む） 

資料７ 
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過大に決定したときは、これによって損害を被った当該納税者は、地方税法

４３２条１項本文に基づく審査の申出及び同法４３４条１項に基づく取消訴

訟等の手続を経るまでもなく、国家賠償請求を行うことができるとされた事

例（H22.6.3 最高裁第一小法廷 原判決破棄・差戻） 

 

 ③公用車の適正使用について 

 ・公用車使用費損害賠償等請求住民訴訟事件 

  高槻市職員らが市職員労働組合の役員等の会合に出席するために公用車を

使用したことは、一般の社会通念を基準として、当該会合が団体の職務遂行

に伴うものと認めることはできないと判断し、市長に対し、職員らに損害賠

償請求権の行使を義務づけた事例（H22.10.14 大阪地裁 認容） 

 

 ④委員会委員に対する月額報酬の支給について 

 ・県労働委員会等委員月額報酬支出差止請求控訴事件 

  滋賀県が労働委員会等の委員らに対し、月額報酬を支給することが、委員

らの勤務実態を考慮しても、選挙管理委員会委員長を除く他の委員らについ

ては、月額報酬制をとるのは違法とされた事例（H22.4.27 大阪高裁 原判決

一部取消し・棄却） 

 

 ⑤空知太神社市有地無償利用違法確認請求事件 

  砂川市がその所有する土地を空知太神社の施設の敷地として無償で使用さ

せていることは、憲法に定める政教分離原則に違反する行為であって、敷地

の使用貸借契約を解除し、同施設の撤去及び土地の明渡しを請求しないこと

が違法に財産管理を怠るものとして違法確認を求めた事案で、利用提供行為

は違憲と判断するとともに、怠る事実の適否については原審に差し戻した。

（H22.1.20 最高裁大法廷 原判決破棄・差戻し） 

 

 ⑥職務専念義務の免除中の給与の支給について 

 ・職務免除時間中組合活動従事職員に対する給与等支給損害賠償等請求事件 

  高槻市職員らが、勤務時間中に組合活動等を行うに当たり、職務専念義務

の免除を受けた上、その免除を受けた期間に対応する給与等の支給を受けた

ことは、違法であり、左記給与等の支給につき、市長及び支給を決定した人

事課長に対する損害賠償責任並びに支給を受けた各職員に対する不当利得返

還請求が認められた事例（H22.10.6 大阪地裁 一部認容・一部棄却） 

 

 ⑦第３セクター損失補償契約に係る違法確認等請求控訴事件 

  地方公共団体が第３セクターの債務について金融機関との間で締結した損

失補償契約が、現実に回収が望めないことを要件とすることなく、一定期間

の履行遅滞が発生したときには損失が発生したとして責任を負うもので、法
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人に対する政府の財政援助の制限に関する法律３条の趣旨に反する場合には

法の趣旨を没却しない特段の事情が認められない限り、当該契約は無効であ

るとして、地方公共団体の長に対し同契約に基づく金融機関への支払いの差

し止めを認めた事例（H22.8.30 東京高裁 原判決変更・請求一部認容） 

 

 （参考）H23.10.27 最高裁判決。当該第３セクターは２審判決後に清算手続

に移行しており、市が将来契約に基づき公金を支出する可能性はなくな

ったとして、公金支出の差止を求める訴えは不適法であるとし、訴えを

却下。ただし、傍論において、地方自治体の損失補償契約について財政

援助制限法第３条の類推適用によって直ちに違法、無効となると解する

のは相当ではないとした。 

 

 ⑧談合によって発生した損失に対する損害賠償について 

 ・公共工事談合に係る損害賠償請求控訴事件 

  談合により、旧小淵沢町に対して公正な競争による想定落札価格と現実の

落札価格との差額相当額の損害を生じさせたとして、建設業者、当時の町長

に対して、損害賠償が認められた事例（H23.3.23 東京高裁 原判決変更、認

容） 

 

 ⑨議員研修の内容の公務としての必要性について 

 ・公金違法支出金返還請求事件 

 桜川市議会議員らによる視察研修旅行の旅費に関する住民訴訟について、旅

行の行程のうち宿泊と翌日の行程には必要性が認められないとして、市長に対

して議員らに不当利得返還請求の行使を命じた事例（H22.5.28 水戸地裁 一

部認容） 
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第３回

リベラル・コミュニタリアン論争と

地方自治の位置付けについて



 

 



２１世紀地方自治制度についての調査研究会（平成２３年度） 

（第３回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２４年１月２３日（月）１７：００～  

 

２ 場 所 （財）自治総合センター 大会議室 

 

３ 出席者 大屋 雄裕  名古屋大学大学院法学研究科准教授 

金井 恵里可 文教大学国際学部国際理解学科准教授 

北島 周作  成蹊大学法学部法律学科准教授 

勢一 智子  西南学院大学法学部法律学科教授 

高橋 信行  國學院大學法学部法律学科准教授 

谷口 尚子  東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授 

村木 美貴  千葉大学大学院工学研究科准教授 

（平成２４年１月２３日現在） 

 

４ 議 題 リベラル・コミュニタリアン論争と地方自治の位置付けについて 

 

５ 概 要  

 

リベラル・コミュニタリアン論争 

○ まず、リベラルの立場というのは、前提問題としては、とにかく人々が多様な

善の構想を現実に持っていて、それはほうっておくと神々の争いになって、お互

いに死ぬまで争ってしまうということになるのでそれを回避するために、そうい

った多様な善の構想を持っている人がとりあえず休戦して、一つの社会の中で共

存できるための原則として、そのリベラリズムというものを出してこようという

もの。 

 

○ したがってそこで想定されているのは、特定の善の構想にコミットしない中立

的国家。自己決定を尊重するためには、他者による介入を制限する、拒否するよ
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うにしなければいけない。こういう考え方が根底にある。この前提になっている

人間観というのは、つまり、人間はほうっておくと他人に干渉したがるというも

の。 

 

○ ところが、一方で、干渉されるのは嫌である。だから、この両者をほうってお 

くと、必然的に衝突してえらいことになるので、妥協点として、例えば他者危害

原理を設定しましょうと。つまり、国家が強制的にある行為をやめさせ得るのは、

その行為が他者に危害を与えるときのみだというような形で、国家の強制権力の

限界を定めるというような議論をすることになる。 

 

○ 現実に人々を集めて、議論をして、最終的には多数決で決めましょうというよ

うなことをやると、このリベラルの人間観からすると、それは必然的に「多数者

の専制」になり、多数派が少数派に価値観を強制するようなことが起きるに違い

ないというふうに考えられている。 

 

○ 多数派の決定というものを抑止する、それと独立したシステムとして、例えば

違憲立法審査権が必要である。司法権力、多数派の支配から独立した司法権に期

待をかけようという議論が非常に強い。 

 

○ コミュニタリアンは、仮想的であれ、社会契約が成立するには、何が価値であ

るかということに関する先行的な前提が存在し得ないと成立しないはずである

とし、あらゆる善の構想から独立な、本当に中立的な国家とうものはあり得ない

のであって、その共通善が人生の選択に先行するはずだということを主張した。 

 

○ その社会的な先行善、先行して存在する共通善というものがあるからこそ、社

会が成り立つので、その社会の中に生まれ落ちてくる人間とか、その社会に入っ

てくる人間に対しても、その善を強制しないと、社会は壊れてしまうということ

になる。 

 

○ つまり、ある社会が、キリスト教は正しいということを共通善として先行的に
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持つことによって実現されているのだとするならば、生まれてくる子どもにキリ

スト教の教義をたたき込まないと社会はなくなってしまうはずであると。そうす

ると、ここは、その社会を維持する、善を維持するために、他者に干渉すること

を承認するし、積極的に推進するという方向に議論が成長していくことになる。 

 

○ 人間は、リベラルが考えたように、生まれながらにして自分の正しいと思って

いる生き方とか、善の構想を持っているわけではなくて、特定の善の構想を持つ

ように育成しないといけないのだという考え方がコミュニタリアンの中には根

強くある。 

 

○ このリベラルとコミュニタリアンが延々と対立を続けたのが８０年代から９

０年代にかけてのアメリカで、コミュニタリアンは、さらにその後、多文化主義

という、文化的差異を承認し、積極的に保護するような政策が必要だという議論

ともつながっていく。 

 

地方自治の位置づけ 

○ 基本的にリベラルというのは、人に善の構想を押しつけたがるおせっかいな傾

向が人間にはあるが、自分が押しつけられるのは嫌なので、そこにコンフリクト

が起きると想定していた。 

 

○ これに対してコミュニタリアンは、干渉をばりばりしないといけないし、その

ような干渉によってつくられた共通善を背負うことが人間としての人格をつく

ることだというふうに考えることになる。 

 

○ 一方、リバタリアンは、もう干渉したくないし、されたくない。自分の人生は

独立であって、他者の関係を持ちたくないという方向に行くということになる。 

 

○ 大体この三つの間で、人間というのは、本当はどういうものなのだろうという

ことをめぐって論争をしてきたわけですが、現実の現代の人間というのは、実は

二級市民に近づいているのではないですかという疑問がある。つまり、他人への
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干渉はしたくないが、他者からの干渉は割とされたい。これは、どういう話にな

ってくるかというと、そもそも他人に干渉するのというのは、実は結構大変なこ

となんですよね。その抵抗もあるし。それを押し退けて、何か自分のしたいこと

を正当化しなければいけないというのは、これはなかなか大変なことである。 

 

○ これが問題点の一つですね。だとすると、実はリベラル・コミュニタリアン論

争というのは、現代における問題の本筋から遠いところでの議論だったのではな

いかという疑念がある。 

 

○ もう一つは、実は両方の議論ともに、地方自治というものの位置づけには失敗

しているというふうに考えられるということ。 

 

○ 何を言っているかといいますと、そもそもリベラルは、多数決というのはよく

ないという立場であり、司法中心主義をとる。司法中心主義をとるということは、

基本的には国家集権主義をとるということで、地方分権的な裁判組織というのは

あまり考えつかないので、最終的には最高裁判所が違憲立法審査制で無理やり言

うことを聞かせてしまうぞという色彩が濃厚である。 

 

○ リベラルの立場では、地方自治というものの積極的な意義づけは行われないこ

とになる。むしろ、それは、大体暴走するものであって、抑圧すべき対象と描か

れることになる。 

 

○ 他方、それに敵対したコミュニタリアンの側では、地方自治の位置づけに成功

しているかと言われると、私の考えではそうではない。なぜかというと、コミュ

ニタリアンが大好きなのはコミュニティ。コミュニティというのは、これは、典

型的なモデルはピルグリム・ファーザーズである。つまり、一定の価値観を持っ

ている人たちが、自分たちの生き方が守れる共同体を築くために、無人の荒野に

移住してつくりますというモデルで、その一定の価値観が先行的に共有されてい

るし、教育を通じて統一されることによって、その内部では異論がないような状

態が発生するというのがコミュニタリアンの典型的なモデルである。 
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○ 一定の地域に住んでいる住民が、当然さまざまな問題に対して異論を抱えてい

る中で、一定の利害調整をして、意志統一をしましょうという地方自治のモデル

とは違うわけですね。地方自治の理論的位置づけには、実はいずれも失敗してい

て、議論はすれ違っているのではないかと思われる。 

 

○ 地方自治に対して積極的な位置づけができるとすれば、注目すべきなのは、そ

のアメリカ思想の文脈からはアレクシス・ド・トクヴィルであろう。トクヴィル

が注目している要素は二つあって、一つは法律家精神、もう一つが地方自治であ

る。 

 

○ トクヴィルは、地方自治を民主主義の「学校」という形で位置づけている。つ

まり、地域自治の制度というのは、学問において考えれば小学校であると。そこ

で、その自由と自治というものをやることによって、実践することによって、そ

の価値をみんなが体験して、最終的にはそのような実践が国政レベルに反映され

ることになる。逆に、そのような自治の体験を持たない人間が、どうやって国家

レベルで適切な代表者を選べるのかというようなことを指摘している。 

 

○ トクヴィルの考えによると、社会というのは平等化にどんどん進んでいく。こ

の平等化というのは、実体が平等になっていくというよりは、人々がみんな、す

べての人間を平等なものだと考えるという趣旨、平等であるのが正しい状態だと

いうふうに考えるようになるという趣旨である。 

 

○ そうすると、しかし、すべての人々は、最終的には他人が自分よりも卓越して

いるということを認めたくなくなるので、人を支配したいというような欲望を失

っていく。逆に、自分が信じる善を人々に訴えかけていって、よりすばらしいも

のを手に入れようというような卓越への欲望もなくしていく。そうすると、自分

にとっての快楽だけを考えて、その快楽が国家によって最大化されることを期待

して、その国家の支配に従属していくと。その国家が保障してくれる安楽な生活

に満足して、自治とか、自由とか、自己決定とかいうものに対する関心をなくし
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ていくような状態になるのではないか。これが、そのアメリカ革命のような革命

後に考えられる新しい専制の形だということを指摘している。 

 

○ そのような流れに逆らおうとすれば、先ほど申し上げたように、地方自治とい

う「学校」を通して、自由とか自治とかいうものの価値を全員が体感し得るよう

な社会的状態というのを維持することが重要だというのが、トクヴィルの読みに

なるわけである。 

 

○ このトクヴィルの議論にそもそも賛成するかというところもあると思うが、こ

のような観点から地方自治の位置づけをするとすれば、そこにある種の現在の日

本の地方自治の問題点というのが見えるのではないか。 

 

日本における地方自治、コミュニティのあり方 

○ 例えば大阪都構想みたいなものをどういう評価するかというところの前提と

しては、地方自治の位置づけというのは必要。リベラルにせよ、コミュニタリア

ンにせよ、地方行政事務が必要であることを否定する人はだれもいないと思うが、

論点は、それを自治という形で行わなければいけないかどうかという点にある。 

 

○ 地方行政事務の効率化が重要な論点だとすれば、それはもちろん、例えば大阪

都構想みたいなものがクローズアップされるということになるわけだが、民主主

義の「学校」としての地方自治という観点からは、大規模化すればするほど、遠

ざかっていってしまうわけですから、それに無批判に乗っていいのかという議論

は出てくることになる。 

 

○ アメリカは自分で国を選択した人たちの集まりで、何もないところで集まるか

ら、コミュニティ論ができるのかなと思うが、それを、日本の地方自治にどう当

てはめるかと考えると、日本の場合は、江戸時代から明治にかけて、ずっと閉塞

的コミュニティから解放されることを求めてきて、それで国家のもとに一つにな

ったから、地方自治がわからなくなっているという感じがある。 
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○ 日本人で無批判にこのコミュニタリアンの議論を日本に持ってくることは出

来ない。日本で言うコミュニティというのは、やっぱり地縁・血縁共同体であっ

て、それは共通善ではなくて、共通の何か生活とか歴史とかを土台にしているわ

けである。そこの違いはきちんと意識しておく必要があるだろう。 

 

○ よかれあしかれ、昔の日本の農村共同体というのは、共同体的義務の遂行に協

力的な人が確保できたわけである。やっぱり犯罪者が来たというと、みんなして

夜回りし始めるとか、そういうある種のマネジメントができたが、都会でそれは

できない。伝統的コミュニティが弱まった分の負担が純粋に国家に転嫁されてき

ているところがあるが、それは果たして維持可能なのかということを考えなけれ

ばいけない。 

 

○ コミュニティのあり方、あるいは、社会全体のあり方として、もうリベラル的

なソーシャル・アトムの集合体でいいのか、しかし、リベラルはリベラルで、や

っぱり自分の信じる正義を熱く訴えかけるというところがあるので、それは必要

だという議論にするのか、それとも、コミュニタリアンが考えたように、やっぱ

り共通善が必要だという議論に持っていくのか、あるいは、もうすべてあきらめ

て、「二級市民」を統治する国家というのが頑張ってみるか、そういう議論への

文脈への読みかえは多分できると思う。 

 

○ 現状を見ると、その支配したがる人というのは本当に出てくるのだろうか。あ

るいは、みんなが「二級市民」になっているのに、何で統治者はわいて出るのだ

というのが、実は非常に大きな問題になる。おれは議員になりたいのだと手を挙

げる人はいっぱいいるかもしれないけど、それを無作為に引っ張ってきたらどう

なるかというのは、もう大体わかるわけで、よくない。むしろいい人ほど、統治

能力のある人ほど、統治者を目指さないという状況が出てきている可能性もある

わけで、「二級市民」モデルでいくにしても、どうやって統治者を確保するのか

というのは、実は大問題だと思っている。 

  

○ フランスでの体験から言うと、フランスの基本は、社会保障みたいなものはデ
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パルトマンがやっていて、コミューンの権限はもともと小さい。そういう同じと

ころに住んでいて、伝統を分かち合うみたいなコミューンというのは、ちょっと

田舎に行くとすごく残っているのかなというのだけど、それが行政的な権限とは

若干無関係であるという、そういうイメージがあった。 

 

○ 日本の場合は、郡区町村編制法のときに、一回江戸時代の町や村に戻して、市

制・町村制施行のときに全部一回、人口をこのぐらいでやれというので、３００

個から５００個で内務省が一回つぶしたり、昭和の合併でまたやったりというの

で。そういう意味で、あまり昔の町村のそのままの形が残っているところはもう

なくなっていると。そこは違いだと思う。 

 

○ もう一つのコミュニティの機能というのは、人材選抜であるとか、その育成。

理念的結集の核になるような人を抜き出してくるという機能が本来はある。もと

もとの古いモデルだと、例えばフランスの村の教会というのはそういう機能もあ

った。 

 

○ そういう卓越性のある人材を育て、抜き上げていくようなものとして、本来は 

そういう地域があったが、この機能はもうやっぱりフランス革命後、てきめんに

弱っている。要するに、結集の母体としての教会はつぶされ、貴族制が廃止され、

その国家優位の人材は、国家が設定した大学校によって選抜されることによって

抜き出される。その統治者が、特に統治者の忠誠の母体というのは国家しかなく

なるというのが、やっぱりフランスモデルの特殊なところだろう。 

 

○ 特に人材選抜について言うと、急速な近代化を推し進めなければいけないとい

う要請があって、まず大学からつくってみるとか、よくわからないことをした。

そういう意味では、やっぱり急速な近代化をまねたフランスモデルに近いところ

というのはいろいろとある。 

 

○ 公立小学校に入れたときにＰＴＡだとか、子どもの、その地域の集まりとかや

ってきたので、それはそのコミュニティの核になるのではないかと思って、昔、
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市町村合併を進めるときに、小学校区単位のコミュニティを大事にするとか、そ

こで地域協議会をつくればいいではないかということを言ってきた。 

 

○ 都市に出てきた二世、三世が、どういうふうにその地縁的コミュニティに属す

るかみたいなことのモデルを提示しないと、すべてを区役所とか市役所とかがし

ょって、それで、ちょっとミニ版の国家みたいに、やりたくもない人たちがリベ

ラル・プリンシプルみたいなことを言って、何かやる。しかも、「二級市民」に

何か相応する「二級統治者」しか出てこない。かなり哀れな状況になると思う。 

 

○ 例えば経済発展に伴って、やっぱり人口移動が起きて、田舎のコミュニティが 

がらんどうになるというのは、これはある程度やむを得ないわけが、それを保障

するような都会におけるコミュニティ形成というのをどうするかというのは、本

来は課題だったはず。 

 

○ 小学校区みたいなものでの人間的なつながりというのは当然あるわけだが、コ

ミュニティをある程度アクティブなものとして維持するためには、要するに、端

的に言うと、忠誠の対象としてコミュニティに生きている人が必要。 

 

○ 結局、商店街がなくなって、郊外のショッピングモール化することの最大の問

題点は何だったかというと、そのソーシャル・キャピタルの喪失。 

 

○ 補完性の原理でいくと、コミュニティがなくなってしまうと、もう基礎自治体

なんて、選挙と税金で構成された基礎自治体が総合行政主体として頑張るしかな

いかと。それで、そこの出先機関の地域協議会と地域自治区で、疑似的なコミュ

ニティをつくってしょわせるしかないかというふうに思ったが、しかし、それが

もう再生不能であると考えたら、もうだれかが統治するしかない。その場合の問

題点は、人民を支配してあげる統治者になりたがる人をどうやってつくるかとい

うところ。 

 

○ ドイツとスイスの国境の町で住んでいたときに、案外田舎なので、いろんな行
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事があった。さらに、ＮＧＯとかというようなグループで、一人で三つ、四つ、

所属しているというのがごく当たり前。そうすると、どこかから何らかしらの形

で情報が入ってくる。日本の場合はあまりＮＧＯとか、ＮＰＯとかに積極的に参

加してという層も多くないですし、参加していたとしても、一つとか、二つとか、

せいぜいなのでは。 

 

○ 今、問題なのは、多分ニュータウンみたいなところ。何もないところに街をつ

くっちゃうとお祭りも何もないので、結局、人工的につくらなければいけなくな

る。非常に危機的状況であるが、だから一つ、お祭りとか、地域のイベントとい

うのは意外と重要な要素となる。 

 

○ ショッピングモールとかができて、その地域のコミュニティ、商店街のコミュ 

ニティが崩壊したとしても、その新しいショッピングモールが地域の住民と仲よ

くやっていて、嫌われずに仲よくやっていくために、やっぱりそういうコミュニ

ティサービスみたいなのを提供するというのは、インセンティブは恐らくある。 

 

○ ドイツは、営業時間規制が入っていたりすると、６時ごろに家へ帰るので、そ 

こで何かコミュニティ内でＮＧＯをやるのだろう。日本の企業は拘束時間が長く、

それ以外に何かやっていられる状況ではないというようなところが問題。 

 

○ ショッピングセンターはまちなかに出たいと思っていても、シャッター街がで

きていて、用地はありそうなのに、みんな、土地への執着が強いから、それがで

きない。そのときに、仮に統治者が、その土地の収用というのをもっと海外みた

いに積極的に進めたりすれば、変わっていくのではないか。 

 

○ 最近は、ショッピングモールにコミュニティ機能を強制的に負わせればいいの

ではないかという話がある。例えば、スピーチングコーナーをショッピングモー

ルの中につくるとか、コミュニティサービスの中核になる施設としての集会所み

たいなものを一定レベル設けるといった事例がある。 
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○ イギリスでは、ビジネス・インプルーブメント・ディストリクトで、投票して、

そのエリアから課金することとして、お店が入っていなくても、大家さんがお金

を払わないといけない。そうすると、払いたくないから、たな子を探してこない

といけない。そういう状況を日本も取り入れるというようなことを考えてみては

どうか。 

 

○ あと、商店街で、仮に自分はビジネスしたくなくて、新しいたな子を入れたい 

と思ったときに、住宅と店舗が一体型の開発が多いから、自分が上に住んでとい

う人、だれかに貸せない。そうすると、もう全部貸さないということになってし

まうので、最後はそうすると、土地への執着をどうやって解消するかというとこ

ろなのかもしれないなという気もする。 

 

○ 個別にはフリーライドが得だけれど、集合的には協力したほうが得であるとい

うのをソーシャル・ジレンマという。強固な平等な集団というのは、小さい集団

だとうまくいくので、そのコミュニタリアンというのは少人数で平等にしてやっ

ていくことが可能である。一方で、大規模集団になると、みんな無責任になって

しまって、ジレンマは克服できない。その一つの回復の条件は、格差をつけるこ

と。 

 

○ トクヴィルの主張は全くそうで、平等化して民主主義化すると、フリーライザ

ーの社会になるという逆説がある。民主化すればするほど、ソーシャル・ジレン

マは深刻になる。そうすると、やっぱりエリートというか、ポリティカル・アン

トレプレナーと言われる政治的起業家が必要。 

 

○ エリートをどうやって確保するかというと、共同から得られる利益ではなくて、

選択的誘因が必要。価値観の転換しかなくて、みこしを担ぐとうれしいみたいな、

おれのまちを愛すとか、そういう価値観の転換が金かからないですから、それが

やっぱり大事。 

 

○ 日本の場合、例えば８０年代ぐらいまでは経済発展というのは、もうみんなが
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大体シェアできる価値観で、そのためにはどうすればいいかということも大体合

意できた。それに対して、現代においては、その価値観が分散してきているので、

成功した政治家とみなされるための要件定義もどんどん難しくなってきている。 

 

○ 日本には、変にコーポレーター、協力者がいて、頑張って維持しようとしてし

まうところが失敗。協力的な人というのは、時折、邪魔になる。だめだと思って

見切るときには、早く破綻させたほうがいい。なのに、何とかなると思って、ま

じめにみんなで維持しようとするから。破綻をおくらせているだけで、何という

のか、効率が悪い。 

 

○ 日本の組織の場合、第二次大戦でよくわかった話で、現場の知恵とか、下士官

以下が一生懸命頑張って組織のためにやる。統治者のところが無能で、二百三高

地みたいなことをやる。しかし、何となくみんな、忠誠心だけ持っていて、現場

でうまく回しているうち、病弊が進むというのはある。 
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 価値観・経済に対する国家の介入は最小化すべき：リバタリアニズムへ 

 善の構想を共有するコミュニティによる実践を擁護すべき：コミュニタリアニズムへ 

  → リベラル・コミュニタリアン論争(80 年代) 

善に対する正義の優越：リベラル・プリンシプル 

 神々の争いの回避 → 特定の善の構想にコミットしない・中立的国家の想定 

 自己決定の尊重＝他者支配の制限 

 人間は放っておくと他人に干渉したがる ←→ 干渉されたくない 

  妥協点としての他者危害原理 harm principle 

 権力の暴走を防ぐシステムに関心：集合的自治の否定 

  違憲立法審査権・nimby-ism への警戒・人種差別問題 

共通善の先行的存在：コミュニタリアン・テーマ 

 濃い善の構想と共同体の価値：共通善は人生の選択に先行する 

 善の維持のための干渉の承認・許容 → のちに多文化主義へ 

 人間は育てないと善を志向できない 

問題点①：思想としての一長一短 

 人間は「社会的原子」social atom ではない：リベラルへの批判 

 「悪しき共同体」からの離脱可能性は保障されるか：コミュニタリアンへの批判 

問題点②：人間観についての前提 

 干渉したいが、されたくない：リベラル 

 干渉するし、されるべき：コミュニタリアン 

 干渉したくないし、されたくない：リバタリアン → 実態は？ 

 他律的な「完全な統治」を求める「二級市民」？ 

統治者は、自分と特別な関係にあったり偶然に視野に入った具体的な事例を、他の事例に比べて

優先してはならないのである。統治に於いては人の生は普遍的に観察され計量され集計され評価

されなければならない。(……)人命の冷徹な計算は統治者に於いて最も峻厳に求められる。被治

者にそれができない場合でも、統治者は強いてそれをせねばならない。(……)むろん、我々にそ

のような苛酷な算術を強いるな、ということもできよう。だが、統治者ないし統治について責任

意識を持つものは、そうした算術を避けて通ることはできない。いや私は専ら被治者であれば十

分である、という場合にはそのような算術の要求を忘れて暮らすこともできるかもしれない。し

かし、それは自ら統治の任に当たる可能性のない二級市民にこそふさわしい態度であるだろう。

二級市民であることが悪いなどというつもりはない。むしろ統治者を含む、国家に於けるすべて

の主体が二級市民でいられるならばこんなに安楽なことはないのである。 (安藤 09) 
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問題点③：地方自治の位置付け 

 多数決が「多数者の専制」に至ることへの警戒、国家集権主義・司法中心主義：リベラル 

 コミュニティ＝価値観の先行的共有、教育を通じた統一＝異論の不在：コミュニタリアン 

  地方自治の理論的位置付けにはいずれも失敗している？ 

 A.トクヴィル：民主主義の学校としての地方自治 

  現在の地方政治は「学校」として機能しているのか？ 

参考文献 

 ジョン・ロールズ『正義論(改訂版)』川本・福間・神島訳、紀伊國屋書店、2010。 

 川本隆史『ロールズ：正義の原理』(現代思想の冒険者たち)、講談社、2005。 

 ロバート・ノージック『アナーキー・国家・ユートピア』嶋津訳、木鐸社、1995。 

 森村進『自由はどこまで可能か：リバタリアニズム入門』講談社現代新書、2001。 

 宇野重規『トクヴィル：平等と不平等の理論家』講談社選書メチエ、2007。 

 安藤馨「あなたは「生の計算」ができるか：市民的徳と統治」『RATIO』06、講談社、2009、

26—49 頁。 

 大屋雄裕「自由か幸福か、それとも自由という幸福か」加藤秀一編『自由への問い 8 生：生存・

生き方・生命』岩波書店、2010、195-217 頁。 

 大屋雄裕「情報化社会の個人と人権」愛敬浩二編『人権論の再定位 2 人権の主体』法律文化社、

2010、97-114 頁。 

 特集「「正義論」への招待：憲法・法哲学から”サンデル”を読む」『法学セミナー』2011 年 5 月

号、日本評論社、2011。 
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第４回

政教分離と地方自治について



 

 



２１世紀地方自治制度についての調査研究会（平成２３年度） 

（第４回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２４年２月６日（月）１７：００～  

 

２ 場 所 （財）自治総合センター 会議室 

 

３ 出席者 今井 貴子  成蹊大学法学部政治学科准教授 

大屋 雄裕  名古屋大学大学院法学研究科准教授 

金井 恵里可 文教大学国際学部国際理解学科准教授 

木村 草太  首都大学東京都市教養学部法学系社会科学研究科准教授 

勢一 智子  西南学院大学法学部法律学科教授 

高橋 信行  國學院大學准教授 

（平成２４年２月６日現在） 

 

４ 議 題 政教分離と地方自治について 

 

５ 概 要  

 

砂川政教分離訴訟（政教分離原則の存在意義について） 

○ 町内会に対して地元の地方公共団体が援助をするということは、しばしば行

われているが、町内会が、例えばお祭りをやっていたり、神社ないしそれに類

する物件を所有しているということはしばしばあるわけで、そうした町内会へ

の援助というものが、果たして、政教分離規定に違反しないのかというのは、

実は非常に重要な問題で、また、全国、どこにでもあるような問題である。ま

た、地元の地域社会というのは、非常に宗教的な行事や観念と深く結びついて

いるところがあって、地方公共団体が、その地域社会とかかわる中で、どうし

てもこの問題が出てこざるを得ない場面が多々ある。自治体の業務というのは、

実はかなり宗教を全く無視して行うわけにはいかない面があり、その中で、最
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高裁がこの問題についてどういう判断をしたのかということで、おもしろい素

材である。 

  政教分離というのは、国家あるいは地方公共団体のコミュニティの中で、宗教

的少数者がいたときに、地方公共団体が多数派の宗教と結びついてしまうことに

よって、少数派に対して、非常に自分たちはマイノリティーであるという刻印を

押してしまうおそれがあるという問題である。だから、そういうものを無意識に

援助してしまうということは、その地域の宗教的少数者の地位を考えたときに好

ましいことではないから、地方公共団体は、宗教に対しては中立的でなくてはな

らず、しばしば常識的でないように見えたとしても、かかわり合いを絶たなくて

はならないと考えていく必要があるのではないか。 

 

○ 大概において、訴訟の対象になっているのが神道行事であり、訴訟を提起する

のはキリスト教徒であるという構造があるのは事実で、それはなぜなのかという

問題に直結するが、その宗教という名前で語っていて、それは宗教性があるには

間違いないが、神道が、本当に欧米で信教を分離しなければいけないと言われる

信教に当たるものなのかということは、前段階として扱うべき問題としてある。 

 

○ 地域の結びつきを担保するものは、いろいろある中で、神道とか、神社のお祭

りのようなものが、そういうコアにあるということはよくあることで、それは、

確かにキリスト教のように教皇がいて、世俗権力に口を出すということでは当然

なく、ここの神社のお祭りのようなものというのは、そういうものではないのだ

という言い方はできると思う。 

 

○ 本当に地元としては、これを全く無視できるのかというのは、やはり非常にき

ついと思う一方で、ただ、そういうものを援助してしまうと、長期的には、やは

りすべての思想信条、宗教、包摂しないといけない地方公共団体に、うまく包摂

できない、包摂されていないと感じてしまう人が、出てくるとは思う。だから、

むしろこれはやはり、神道を憲法上は宗教と、政教分離における宗教として扱わ

なければいけない理由に、むしろなるのではないか。 
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○ キリスト教徒が少数派でずっといるのは、日本に受け入れられない事情がある

のではないですかと、言うこともできると思うし、その背景としては、恐らく指

摘できるのは、その排他性であると思う。いわゆる日本的なその宗教感覚から言

うと、そこにキリスト教がまざってくることに、一切違和感はないが、一方で、

キリスト教にこちらがまざることに違和感を感じるという非対称性について、そ

の多数派だからといって、こちらが責任感を感じなければいけないものなのかと

いうのは論点だと思う。 

  もう一つは、宗教というものが、その排他的であることを原則とするのかとい

うのが一つの論点だと思っていて、つまり、排他的であるとすれば、一つの宗教

に対して、その何らかの機会を提供することが、ほかの宗教に対するネガティブ

な扱いを意味するという、その等価関係が成り立つわけだが、排他的でないとす

れば、別に、それが他の宗教に対するネガティブな扱いには直結しないわけで、

結局、政府なり、地方公共団体なりと、その宗教とのかかわりをどこまで許容す

るかという議論の枠組みに関連してくる。 

 

○ 地方公共団体と国が同性格のものであるという前提で、地方自治法も、憲法も、

組まれているが、日本の地方公共団体が、郡区町村編制法以来、江戸時代の町、

村というコミュニティを前提につくっているとすると、神仏混交があって、それ

から、そのコミュニティを維持するための共通の習俗のようなものがあり、だか

ら、結局、町内会に加入するのと同じように、何か氏子としての費用を出してく

れといって回っているのではないかと思う。 

 

○ 神道が宗教か、宗教でないか、わからないというのは、歴史的、経緯的にもわ

からなくて、つまり、もともと、神社をつくるようになったのは、仏教という新

しいものが入ってきたから、それに対抗するために、建物をつくらなければいけ

ないと考え、何か建ててみたと。ちょうどそれに相当することが明治維新で起き

るわけである。キリスト教徒がやって来て、日本人は野蛮な習俗で生きているか

ら、植民地化して文明化してやると、親切で言ってきてくれた。それに対して、

神道宗教説というものを打ち出して、キリスト教に対抗しようとする。ところが、

今度、国家神道的なものを国家の中心的な原理として神道宗教説をとると。神道
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はワン・オブ・ザ・宗教だから、ほかの例えばキリスト教とかが入ってきたり、

イスラム教とかと同等の扱いを保障しなければいけないわけであり、そうすると、

例えば、神道の御神体の一つとして天皇があるから拝礼するという議論をしたと

きに、僕はキリスト教だから、僕は拝礼しませんという主張を許容することにな

ってしまう。それを許容しないため、今度、神道非宗教説を国家のほうが持ち出

した。天皇に対する拝礼は神道の一部だが、神道は宗教ではなく、基盤的なもの

だから、キリスト教徒の方でも大丈夫という考え方。 

 

○ 一方で、日本の歴史的経緯から言うと、そのコミュニティの中核に、神道だか、

仏教だか、よくわからないものがあって、それが影響してくるということがある

が、そこが一つの国家神道の源泉になるという話で、今考えられているような信

教分離原則が設けられた趣旨だと思う。 

  ただ、注意しなければいけないのは、もともとのその神仏習合的な、とにかく

寺とか神社の氏子、寺の檀家という形で組織され、だから、そこが地域コミュニ

ティの一部であったという話自体も、やはり制度的な構築物であって、それが江

戸時代の寺請制度であり、寺請制度は、実は宗派は関係なかったはずで、これは

宗教団体というよりは、村役場としての性格が強いものであった。 

 

○ 国という法人と、地方公共団体という法人は、何か性格が違うのではないかと

だんだん思ってきていて、国という法人の構成員は国籍主義である一方で、地方

公共団体というのは属地主義で、そこに住んだら、だれでも加わることができる。

そうすると、様々な人が住むわけで、いろんな人が住むときに、そのコミュニテ

ィを維持するために、近代的な行政庁や役所という観点と、住民自治や、ゲマイ

ンシャフトとしての側面を助長したほうが、地方公共団体として安定的だという

のと両方あって、今まで、ゲマインシャフトとしての側面は全部捨象していく過

程だったが、今、例えば高齢者不在問題とか様々なことで、そういう地域のコミ

ュニティを避ければ避けるほど、何かだれがいるかわからないという属地主義的

な団体を安心できるものに変えようとすると、何か意識的なつながりが必要にな

ってきているのではないか。 
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地域コミュニティの形成と宗教が果たす役割 

○ 地方公共団体である以上、人間関係的なところからは切断をすべきという考え

方が主流になっていると思う。ただ、それでいいのかという問題提起もわかるが、

そうだとすれば、なぜ地方自治が必要なのかということは、余りうまく説明がで

きない。地方行政事務が必要であるというだけであれば、別に知事公選制なんか

置く必要はなく、昔のように、内務省地方局から知事を送ればよく、そうではな

く、地方ごとに独自の自己決定に基づいて別々のことをするのが正しいという議

論から、地方自治が必要だと言っているとすると、その地方の自治を行う組織と

いうのは、国家とは違う編制原理に基づいていて、例えば国籍主義ではなく、住

民主義であって、意思決定の方式においても、その住民の意思を尊重するのだと。 

  逆に、その住民の多数派が要望することについては、国家が無理やり強行的に

維持したい人権なんかに抵触しない限りにおいて認めるという言い方もある気

はする。ただ、この場合でも、問題になってくるのは、そのコミュニティの中核

としての自治的な組織という話は理解できるが、現在の市町村に対してはそのよ

うな形を求めてはいないということではある。 

 

○ 逆に、その町内会みたいなものにゲマインシャフト機能を正面から認めるかわ

りに、市町村はやはり地方公共団体であるから、ゲゼルシャフトであるという切

り分けをするというのも、一つの方法である。要するに、規模が大きくなればな

るほど、少数派に対する抑圧の問題というのは激しくなる。小さな自分たちのカ

ルチャーを維持したい人が集まって住む、その集落みたいなものがコミュニティ

ベースで好き勝手なことをやっていても、少数者抑圧というのは基本的にない。

逆に、今の市町村みたいなもので、コミュニティ形成機能みたいなことをやろう

とすると、少数派の抑圧の問題は大きく出てくる。 

 

○ 今、昔ながらのよきコミュニティを復活させよういうような動きが、かいま見

えるが、それは、現代の歴史の発展法則に逆行している感じがして、哀愁漂う、

昔はよかったみたいな話ならよいが、国の政策としてそれをやられるとちょっと

困る。 

 

－189－



○ コミュニティというのは、実は面倒くさいものと個人的には思っていて、明治

以来、そういうものから自由になるという過程が近代化だったと思っているが、

行き着いた国家が、福祉国家としてしっかり運営できるかどうかというところに

来ていて、しかし、そこに税金をすべて投入して、公務員を大幅に増やすという

ことに、コンセンサスが得られないようであれば、新しい公共空間を、どういう

ふうに、だれが担うかというところで、地縁的なコミュニティが必要かどうかと

いう議論ではないかと思っている。市町村合併をどんどん進めたのも、より効率

化して、もう少し正常な空間をつくって、きびきびした行政をしたいという背景

があったからである。 

 

補完性の原理について 

○ 補完性の原理というのは、発想としては、家族とかその地域社会、社会集団と

か、もともとは非常に保守主義的な体制の中から出てきて、そこの相互扶助が不

能になった場合に限って、より大規模な高次の集団が介入できるという考えであ

る。ヨーロッパ、ＥＵの場合は、補完性の原理というのは非常に大事な原則であ

るが、それは妥協の余地を残すためという部分もある。カトリック的な流れもあ

るとはいえ、他方で、非常に技術的なオプトワールドがあって、補完性の原理が

あるというのは、とても大事な仕組みだったわけであるが、ここで大事なのは、

その受け皿があるということである。 

 

○ 要は、ローマ教皇が言ったような、まず、個人があり、家族があり、コミュニ

ティがあり、できないことを基礎自治体がやるというふうに、普通は考えている

と思うが、実は、地方分権一括法のころからの議論というのは、家族とか、コミ

ュニティが欠けているというような議論をしている。統治団体としての地方公共

団体と、国とを比べたときに、できるだけ市町村にやってもらったほうがいいと

か、都道府県にやってもらったほうがいいというふうに使ってきた。結局のとこ

ろ、今、では、家族の基盤があるのかとか、それから、このコミュニティの基盤

があるのかという議論になって、ずっとそこが崩れていっているとすると、もう

そこは市役所が引き受けるしかないという考えである。要は、地方公共団体が、

統治機構の中で、もうキャッチオールで、セーフティーネットをしくしかないと

－190－



思っている。だから、補完性の原理というときに、ヨーロッパ流の徹底した、個

人、家族、コミュニティ、基礎自治体というところを踏んでいないと私自身考え

ている。とにかく税金をもらって、しっかり市役所が業務を行うべきであると考

えている。強制的に徴収した税と、強制的に徴収した情報であるから、ほかに漏

らさず、しっかりとやるべきであると考えている。 

 

○ 市役所の方々とお話をしたときに、バブルのころに結構たくさん収入もあり、

それで行政サービスを厚くしていって、余計なことまでたくさん抱え込んでしま

ったと。結局、財源が今なくなって、それを戻したいんだが、戻そうにも受け皿

がないので、その受け皿として何を探すかというので、コミュニティというのが

あればいいというようなニーズがあると。 

  大学の授業で補完性の原理の説明をすると、学生に異様に受けがいい。やはり

近いところが決定して、近いところでできるだけやるほうがいいという、だから、

耳ざわりがすごくいいが、冷静に補完性の原理の仕組みを考えると、コミュニテ

ィというか、家族に最後は行き着く。だから、最後は家族がいろんなものを背負

うことになるので、それは、本当に今の日本が望むのかどうかという問題と、補

完性の原理という仕組みを使ったときに、確かに補完性の原理という仕組みを言

うことによって、介入の限定というか、より広域の組織からの介入を限定すると

いう面もあるが、また同時に、受け皿としてコミュニティがもうないと。どうに

もならないんだということになれば、逆に、介入を肯定する原理にもなる。でき

ないということは、そのかわり、どこかがやる。そうすると、そのような形で補

完していくような仕組みというのを、本当に、今、望んでいるのかどうか。 

 

○ 確かに、補完性の原理というのは、もともと家族を基礎にして、社会政策とい

うところに国家が介入するのを肯定する、新しい国家、社会、家族関係、今度は、

それにマーケットという、戦後、福祉国家が、それにするときに、そのマーケッ

トにある程度、介入していくことを肯定する。国家と、マーケットと、それから

社会の関係で、ここに国家が介入することを肯定する。つまり、競争はすると。

自己責任というものを前提にするが、そこで不備があるところに関してのみとい

う、そういう介入を肯定するというものである。 
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○ 地域コミュニティみたいなものがないところで、現状はないのに、無理やり、

例えば情報と権限だけをおろすということをやったとしても、うまくいかないと。

相互信頼を得ないからだめだというのは、非常によくわかる。 

  逆に言うと、アメリカのコミュニタリアンの人たちが、それでうまくいくと思

ったのはなぜかというと、コミュニティがあるし、あるべきで、ある状態を考え

ていて、そのコミュニティというのは、非常に相互信頼が高い。その背景にある

のは、アメリカの理念的な話としては、モビリティーがすごく高い。嫌ならどこ

かへ行く。宗教で分裂したら、ほかのコミュニティへ行けばいいんだからという

状態が想定されていて、これは、確かに多分に絵そらごとではあるが、ただ、そ

ういうものがきちんとあるのであれば、そこを基盤として、何かいろんなものを

提供していくというスキームも合理的であり得るだろうと。 

  逆に、ソーシャル、基盤的なコミュニティの相互信頼がない状況で、家族に過

大なものを負わせずに、社会福祉を提供しようと思ったら、国家なり、地方公共

団体が肥大化するしかないわけだが、財源の問題がある。その方が効率がいいか

と言われたら疑問である。 

 

○ ただ、もし、それが本当に生きているコミュニティであれば、町内には仲がい

い人はいないが、隣の町、道路一つ挟んだところには、すごく仲のいい人がいて、

この人にならお願いできるということもあるだろう。役所がそれをやってしまう

と、そういうところが全くきかなくなってしまう。もっときめ細かくやればいい

というところはあるかもしれないが。 

  さらに、国家には属してもいいが、地域社会には余りどっぷりしたくないとい

うのは、結局、顔が見えるか、見えないかだと思う。匿名であって、同じように

意見を言ったら、例えば１票の価値というのは、もうだれの投票であっても同じ

で、名前も書かなくていいし、そういう意味では、気が楽な属し方である。 

 

○ 要するに、リベラリズムというのを金科玉条として、国家とコミュニティから

の解放というのをなし遂げてきたわけだが、その果てに何が起きたかというのは、

一つには、要するに、匿名の存在として、ステーブルな関係を持たない人生とい
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うのが、非常に空疎であると感じる人が現実には結構いると。ここが問題で、そ

れぞれの人が、自分自身の決定に責任を負って、自分自身で人生を選択できるよ

うな強い存在であれば、多分リベラリズム原理だけでよかったが、現実には、そ

こまで強くない人がかなりの数おり、これをほうっておくとどうなるかというと、

カルト宗教みたいものに依存したり、地方公共団体に過剰な要求を突きつけてき

たり、あるいは巨大資本に従属したりする。アメリカの場合には、要するに、コ

ミュニタリアンの人たちが警戒していることは、地域コミュニティが衰退したと

ころにウォルマートが出てきて、結局、巨大資本がすべてを支配して、それに住

民の生活が全部侵食されてしまうと。もう一つは、地域で郊外に巨大ショッピン

グセンターができて、駅前の商店街が全部つぶれたところで、そのショッピング

センターがなくなってしまって、もはや生活ができなくなって、住民自体が離散

することに、住民の生活自体が発散してしまうという事態である。そういう観点

で、アメリカでは、ソーシャルキャピタル論というものが登場したわけである。 

  一方で、顔の見える継続的な社会関係というのは、実は結構多くの人間が必要

としていて、相手のことを疑わなくていい空間というのが要るというのも事実。

他人がいつ裏切るかわからないというような疑念から解放された空間というの

が一定限度ないと、人間は生きていけないので、それをどういうふうに、しかし、

べたべたのコミュニティにならないようにコントロールするかというのが課題

になってきているところはある。 

 

○ 日本国憲法の地方自治の本旨というのは、かなりめずらしい文言で、地方公共

団体については、法律で定めるという条文はいろいろあるわけですけれども、こ

の条項を入れられた経緯を見ていても、はっきりしたことは全然わからなくて、

内務大臣が、これはどういう意味だと聞かれて、よくわかりませんと最初の議会

で答えていたりする。だからこの条項については解釈がかなり分かれていたが、

現在、住民自治と団体自治で、効率的に地方公共団体を運営しましょうというこ

とで、完全に公法学の側、地方公共団体にしますという選択を、かなり最初にし

た。だから、地域コミュニティの問題は、憲法あるいは国家体制の中でどう位置

づけるかということ自体、無視しますという体制をずっと、法解釈学はやってき

たところもある。 
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